
 

仕 様 書（リース、レンタル用） 
 

                      環境政策局環境企画部環境総務課 

                        （担当：勝見、高橋 電話：075-222-3450） 

件 名  普通乗用車リース（令和９年３月リース開始） 
 

契 約 期 間  令和９年３月１日 ～ 令和１４年２月２９日（５年契約） 

契 約 条 件 

１ 台数 
 １台（新車） 
 
２ 支払方法 
 毎月、均等払いとする。ただし、端数が生じた場合は、令和９年３月の支払い
に含める。 
 
３ 期間満了後の物件の取扱い 
 クローズドエンドとし、リース契約期間満了後は残存価格の清算はしない。 
期間満了後の車両については、契約の相手方へ返納する。 
（車両引取に係る費用は契約の相手方の負担とする。） 
 
４ 契約金額に含まれる費用及びサービス 
（１）費用 
  ア 車両本体価格 
  イ 自動車税（リース期間月） 
  ウ 自動車重量税（リース期間月） 
  エ 自賠責保険（リース期間月） 
  オ 自動車リサイクル料金 
  カ 登録納車費用 
（２）サービス（７００ｋｍ／月程度） 
  ア 車検（定期点検整備及び継続検査） 
  イ 点検整備（６箇月） 
  ウ 法定定期点検整備（１２箇月） 
  エ 燃料等を除く通常消耗品（交換必要時） 
   （バッテリー、エンジンオイル、ワイパー等の交換費用（材料、工賃含む））
  オ 故障、修理費用（契約者が任意で取り付けた、装備及び付属品の修理費用 
   を含む） 
  カ 点検・故障時等の代車（２日以上）の費用 
  キ スタッドレスタイヤ又はラジアルタイヤへの交換費用 
 
５ その他 

別紙「普通乗用車リース仕様書」参照 
 

６ 京都市長期継続契約に係る特約事項（予算が減額された場合等の途中解約） 
（１）京都市（以下「甲」という。）は、翌年度以降において賃借料に係る歳出予

算の金額について減額又は削除があった場合は、この契約を解除することが
できる。 

（２）前項の規定により、甲がこの契約を解除した場合において、この契約の賃
貸借の対象となった物件に係る契約者（以下「乙」という。）の取得費用及び
付随費用の合計額が、既に甲が乙に対して支払った賃借料を上回っていても、
乙は、その差額を甲に請求することはできない。 

（３）乙は、前項に定めるもののほか、第１項の規定により甲がこの契約を解除
したために生じた損害の賠償について、甲に請求することはできない。 

注 本仕様について不明な点がある場合は、契約課の指示に従ってください。 



別紙 
普通乗用車リース仕様書 

 
１ 車種等 
 この仕様書は、次に示す車種に適用する。提供車両は、京都市公用車購入等に係る車種選定要綱に基づ
く下記のいずれかの車種とする。 

（１）車種   

メーカー 車名 グレード 型式 排気量 燃費（WTLCモード） 

トヨタ シエンタ X 6AA-MXPL10G-MWXNB 1,490cc 28.0km/L 

ホンダ FREED e:HEV AIR EX 6AA-GT5 1,496cc 25.3km/L 

 
（２）最大乗車定員 ７人 
（３）原動力    ガソリンエンジン（ハイブリッド自動車） 
（４）排気量    １，０００ｃｃ以上 
（５）駆動・変速  ＦＦ（ＡＴ又はＣＶＴ） 
（６）排出ガス基準 平成 30年基準排出ガス 75％低減レベル適合 
（７）その他 
  ア カラー シルバー又はホワイト（同系色可） 
  イ 装備  エアコン、運転席・助手席エアバッグ、パワーステアリング、集中ドアロック 
２ 付属品 
 契約者は、次の付属品を取付け又は揃えて納車すること。 

（１）サイドバイザー １式（前後各ドア）※装着可能なドア・車種のみ 
（２）フロアマット（純正） １式（全座席用） 
（３）カーゴマット（純正） １式（荷室用） 
（４）スタッドレスタイヤ（ホイール付） １式（４輪分） 
（５）カーラジオ ＦＭ・ＡＭ 
（６）ドライブレコーダー 
（７）カーナビゲーション １台（テレビチューナー不要） 
３ 納車場所 
  納車場所は、環境政策局環境企画部環境総務課とする。 
  ※納車場所の詳細：ゼスト御池地下駐車場（京都市中京区下本能寺前町４９２−１） 
４ 完成検査 
  契約者は、京都市が行う完成検査（付属品の取付けを含む）を受けなければならない。 
  完成検査の実施場所は、納車場所とする。 
５ 提出書類等 
  契約者は、納車前後に次の書類等を京都市に提出しなければならない。 
（１）取扱説明書 １部 
（２）その他、京都市が必要とする書類又は図面 
６ 点検整備（納車時）  
（１）納車時には、十分な点検整備を行っておくこと。 
（２）燃料タンクは満量とすること。 
７ 保証及び責任 
 納車後にメーカー指定範囲の故障及び損傷等が生じた場合は、事故及び過失の場合を除き、契約者が無
償交換、修理又は整備を行う。また、製作上の欠陥による故障及び損傷等については、契約者が使用期間
中保証すること。整備上の所用部品は、契約期間中確保すること。リース車両には資材や脚立、工具類等
の積載を想定しており、通常使用で生じる小傷、汚れについては、当課は現状復旧の責任を負わないもの
とする。 

８ 保守管理等 
  契約者は、保守管理等に関して、次のことを守らなければならない。 
（１）契約及び保守管理に係る担当窓口の名称及び連絡先を記した書面を提供すること。 
（２）保守管理（車検、点検整備、消耗品交換、修理等）の際は、納車場所まで引取・納車を行うこと。 
   ただし、京都市の都合により変更する場合は、指示に従うこと。 
（３）車検、点検整備時には、概ね２箇月前に書面にて通知を行うこと。 
９ その他 
（１）契約成立後は、契約者は直ちに環境政策局環境企画部環境総務課に連絡し、納車までのスケジュール

の確認を行い、契約期間の初日から使用可能となるように納車すること。 
（２）任意保険（契約対象外）更新のため、自動車検査証の写し（１部）を納車日の１週間前までに環境政 
  策局環境企画部環境総務課に提供すること。 
（３）納車までに必要な諸手続に係る経費については、契約金額に含めること。 



（４）京都市が作成を要する書類については、契約者への提出期限の３日前（土曜日、日曜日及び国民の祝 
  日に関する法律に規定する休日を除く）までに提供すること。 
（５）本仕様書に疑義が生じた場合は、京都市の指示に従うこと。 


